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取扱説明書

ダダダダイイイイヤヤヤヤフフフフララララムムムムポポポポンンンンププププ 

ＴＴＴＴＤＤＤＤ２２２２－－－－４４４４００００ＡＡＡＡＳＳＳＳ,,,,ＳＳＳＳＳＳＳＳ 

警警警警    告告告告

安安安安全全全全ににににごごごご使使使使用用用用いいいいたたたただだだだくたくたくたくためめめめにににに

○ まちがった取扱いをしますと、商品の性能が十分達成できなかったり、大きな事故につながる

可能性があります。事故の発生を避けるためにも、商品をご使用いただくには、本取扱説明書

の内容を必ず熟読し、内容を十分にご理解いただいた上で取り扱ってください。

○ 本取扱説明書は、実際にご使用いただく方の手元まで届くようご配慮ください。

本取扱説明書をお読みになった後は、いつでもご活用いただけるよう大切に保管してください。

！！！！

URL:https://www.taiyo-ltd.co.jp
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◆本製品は、一般産業機械部品として、設計、製造されたものです。

こ の た び ダダダダイイイヤヤイヤヤフフフフラララムムラムポポムポポンンンププンププＴＴＴＤＤＴＤシシＤシシリリリーーリーーズズズズをご採用いただき、まことにありがとうございます。

ははははじじじめめじめめにににに

本取扱説明書は、商品をご使用いただく上で末長く、安全にご使用いただき、商品の性能を

十分達成できるように説明したものです。本取扱説明書を読む前に商品を使用しないでください。

特に本取扱説明書に記載されている警告マーク ・ 注意マークを付した注意事項や禁止事項

を遵守してください。また本取扱説明書を熟読されるとともに、いつでもご活用できるよう大切に、

保管してください。
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警警警警    告告告告

１１１１．．．．警警警警告告告告・・・・注注注注意意意意事事事事項項項項のののの定定定定義義義義

本取扱説明書では、「警告」、「注意」について次のような定義と警告表示を使用しています。警

告・注意表示は、安全に作業するために特に注意を払う必要のある事項です。予想される人身

事故や物的損害防止のため、重要な事項を記載していますので、必ずその指示に従ってご使用

ください。

 

 

◆本本本本製製製製品品品品はははは、、、、一一一一般般般般産産産産業業業業機機機機械械械械部部部部品品品品ととととししししてててて、、、、設設設設計計計計、、、、製製製製造造造造さささされれれれたたたたももももののののでででですすすす。。。。

２２２２．．．．ごごごご使使使使用用用用前前前前、、、、ごごごご使使使使用用用用ににににおおおおいいいいてててて

２２２２－－－－１１１１．．．．安安安安全全全全確確確確保保保保・・・・危危危危険険険険防防防防止止止止のためのためのためのためにににに

    

    

◆本取扱説明書に記載されている警告・注意事項や禁止事項は必ず遵守してください。これを怠ると

商品が破損したり、周囲の機械等の破損、人身事故につながることがあります。

◆ダイヤフラムが破損しますと、流体が空気圧バルブを通して排気口より噴出、また空気圧が流体に

混入し、流体の性質によっては、たいへん危険な状態となるおそれがあります。

◆人身事故や物的損害を及ぼすおそれがある流体を使用する場合は、必ず適切な防護処理（排気の

処理等）を実施するとともに下記事項を厳守してください。

◆ダイヤフラム等の消耗部品は、「保守」の項目（９～１０ページ）にある目安となる交換時期以上使用

しないでください。また、未使用の場合でも購入後 1 年以上経過したものは使用しないでください。

経年変化により変質しているおそれがあります。 

◆一定時間あたりのポンプ稼働率が増加した場合、消耗部品は早めに交換してください。

◆供給空気圧力は、必ず最高使用圧力（０.７ＭＰａ）以下に設定して使用してください。これ以上の圧力

で作動させますと、本製品の破損等による人身事故、物的損害等を発生するおそれがあります。必

ず空気圧レギュレータまたは空気圧フィルタレギュレータを購入して取付けてください。 

◆本製品の作動状態に異常が見受けられる場合は、作動させず、最終ページに記載しております最

寄りの当社営業拠点にご連絡ください。 

◆有毒性、臭気性のある流体を取扱う場合は、換気を十分に行ってください。

取扱う化学薬品等の有害物質は、地面等に直接排出しないでください。有害物質の処分は、適用さ

れる法規に従ってください。 

◆自然発火を招くような雰囲気の中での使用や、引火性の強い流体を高速で圧送・循環・洗浄に使用

する場合は、静電気のスパーク・発火・発熱等による人体へのショックや、火災・爆発に伴う人身事

故や物的損害事故が発生することがあります。必ず、アース端子等を使用し、換気等使用環境に

従って実施してください。 

◆本製品の接液部の材質に適合しない流体、爆発の危険性のある溶液は絶対に取扱わないでくださ

い。万一これらを使用した場合、非常に危険な爆発を伴う化学変化を起こし、死亡を含む人身事故

および家屋、機器などの物的損害を招くおそれがあります。 

◆接液部およびダイヤフラム等の材質を侵す流体には使用できません。予め、確認した上で、適切な

機種をご使用ください。液漏れや破損のおそれがあります。流体との適合については、最寄りの当

社営業拠点にお問い合わせください。 

！！！！

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、死亡または重傷を受ける可

能性と同時に物的損害の発生が想定される場合。

取扱いを誤った場合に、危険な状況が起こりえて、中程度の傷害や軽傷を

受ける可能性、および物的損害の発生が想定される場合。

  警 告！！！！

  注 意！！！！
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２－２．免責事項２－２．免責事項２－２．免責事項２－２．免責事項

本取扱説明書に従った正しい使い方をしてください。記載されている警告・注意事項や禁止事

項を遵守しなかったり、不適当な使い方をしますと、本製品を破損したり、周囲の機械等の破損、

人身事故につながるおそれがあります。この場合の損害等に対しては責任を負いかねます。

また、お客様による製品の改造は、当社の保証範囲外ですので責任を負いかねます。

３３３３．．．．各各各各部部部部のののの名名名名称称称称

警警警警    告告告告

◆ダイヤフラム等の消耗部品は、「保守」の項目にある交換時期以上使用しないで早めに保守

を行ってください。また、未使用の場合でも購入後 1 年以上経過したものは使用しないでくだ

さい。経年変化により変質している可能性があります。

◆ポンプの作動状態に異常が見受けられる場合は、作動させず、最終ページに記載しておりま

す最寄りの当社営業拠点にご連絡ください。

◆有毒性、臭気性のある流体を取扱う場合は、換気を十分に行ってください。

◆取扱う化学薬品等の有害物質は、地面等に直接排出しないでください。有害物質の処分は、

適用される法規に従ってください。

◆一定時間あたりのポンプ稼働率が増加した場合、ダイヤフラム等の消耗部品は、早めに交換

してください。

！！！！

マニホールド

吐出口

吸込口

カバー
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注注注注 意意意意

現品が注文通りのものか、確認してください。間違った製品を設置・使用した場合、けが、装置

の破損等のおそれがあります。

４４４４．．．．開開開開封封封封時時時時のののの確確確確認認認認

開封されましたら、次の点をご確認ください。もし不具合箇所や疑問な点がございましたら、お

買い求め先または、最寄りの当社営業拠点にご連絡ください。

（１） ご注文と現品の銘板に記載されている内容は一致していますか。

（形式＜接続口径・本体材質・ダイヤフラム材質＞等）

（２） 輸送中の不慮の事故などによって破損した個所はありませんか。

（３） ネジやナットはゆるんでいませんか。

５５５５．．．．作作作作動動動動原原原原理理理理

※ 下記のダイヤフラムポンプの図は、ＴＤ－１５、２０シリーズです。

ＴＤ２－４０シリーズとは異なります。

！！！！

スプールの両端に

固 定 された左 右 ２

枚 の ダ イヤ フ ラ ム

が水 平 移 動 し、材

料室を加減圧する

こ と に よ り 材 料 の

吸引・圧送を行う。

エエエエアアアア

供供供供給給給給口口口口

排排排排気気気気口口口口

吐吐吐吐出出出出口口口口

吸吸吸吸入入入入口口口口

材材材材料料料料室室室室ＡＡＡＡ

空空空空気気気気室室室室ａａａａ

空空空空気気気気圧圧圧圧ババババルルルルブブブブ

ススススププププーーーールルルル

材材材材料料料料室室室室ＢＢＢＢ

エエエエアアアア

供供供供給給給給口口口口

排排排排気気気気口口口口

吐吐吐吐出出出出口口口口

吸吸吸吸入入入入口口口口

空空空空気気気気圧圧圧圧ババババルルルルブブブブ

材材材材料料料料室室室室ＢＢＢＢ

空空空空気気気気室室室室ｂｂｂｂ

材材材材料料料料室室室室ＡＡＡＡ
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６．設置６．設置６．設置６．設置

６－１．据付・取付上の注意事項６－１．据付・取付上の注意事項６－１．据付・取付上の注意事項６－１．据付・取付上の注意事項

据付の良否が本商品の寿命等に影響を及ぼしますので次の点にご注意ください。

（１） 据付場所－水平に設置し、傾斜のある場所での使用は避けてください。

（２） 取付方向－取付は、吐出口が、必ず上方向になるよう取付けてください。

（３） 据付方法－支持金具は、振動によってポンプや配管が損傷しないように、しっかりと固定してくださ

い。

◆流体の吸入口、吐出口の向きは、それぞれ逆向きに変更することができます。後述の「メンテナ「メンテナ「メンテナ「メンテナ

ンス要領」ンス要領」ンス要領」ンス要領」の項をご参照ください。

注注注注    意意意意

◆ポンプの吸入・吐出側の接続には、ホースまたはフレキシブル管を使用し、ポンプの振動を吸収

するようにしてください。

◆ダイヤフラムポンプには絶対に乗らない・ぶら下がらないようにしてください。けがをするおそれが

あります。また、故障の原因にもなります。

◆吸入揚程はなるべく少なくするようにしてください。最大約５ｍ（清水の場合）です。

◆取付場所を考慮して、必ず適切な方法で振動を吸収するように取付けてください。

！！！！

警警警警    告告告告

◆ポンプ本体に、配管による荷重・振動等が伝わらないようにしてください。材料の漏れや空気圧の

混入の原因となり、材料によっては人身事故を起こしたり物的損害を招くおそれがあります。

！！！！
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６６６６－－－－２２２２．．．．配配配配管管管管上上上上の注の注の注の注意意意意事事事事項項項項（（（（吸吸吸吸入入入入・・・・吐吐吐吐出出出出口口口口の接の接の接の接続続続続））））

◆ポンプ吸入・吐出側にはホースまたはフレキシブル管を使用し、ポンプの振動を吸収してください。

◆配管材はポンプの吸入による負圧でつぶれないものを使用してください。

◆配管材は吐出入口の口径以下のものは使用しないでください。配管径が細いと十分な性能が得られ

ません。

◆吸入側にはポンプの保護のため、必ずフィルター、またはストレーナ等を取付けてください。

６６６６－３．配線上の注意事項（－３．配線上の注意事項（－３．配線上の注意事項（－３．配線上の注意事項（空気圧の接続空気圧の接続空気圧の接続空気圧の接続））））

◆空気圧フィルタ・レギュレータ・ルブリケータの３点セットは、本製品の必要空気圧流量に合ったものを

使用してください。 

◆空気圧配管に、空気圧供給口の接続口径<TD2-40：Rc1 1/2>以下のものは使用しないでください。

◆新しく配管した場合には、本製品に接続する前に配管内をフラッシングして、切り粉やゴミ等を完全に

取り除いてください。空気圧バルブの作動不良の原因となります。 

注注注注    意意意意

◆配管材は、適切なサイズ、対液材性および耐圧性などを考慮して選定してください。液漏れや破損の

おそれがあります。

◆配管する前に配管内をフラッシングして、切粉、シールテープの切れ端、ゴミ、錆等が絶対に配管内

に入らないようにしてください。作動不良の原因となります。

◆ポンプ本体に横荷重がかからないように配管してください。吸入・吐出口のねじ部等を傷めシール不良

などトラブルの原因となります。

◆配管の漏れテストを行うために、吸入口および吐出口に外部から空気圧力をかけてテストしないでく

ださい。ダイヤフラムの反転、破損、切換部不良の原因になります。配管の漏れテストを行う場合、吸

入口および吐出口と配管との間を遮断するバルブ等を設けるか、本製品から配管をはずし、プラグ栓

をした上で、本製品内部に圧力がかからないようにしてテストしてください。

！！！！

警警警警    告告告告

◆空気圧の供給が停止していることを確認の上、空気圧配管してください。空気圧の供給が停止してい

ないと、急に本製品が作動し、人身事故や物的損害事故の発生するおそれがあります。

◆供給空気圧力は、必ず最高使用圧力以下でご使用ください。人身事故、もしくは物的損害を招くおそ

れがあります。 ＜最高使用圧力：０.７ＭＰａ＞ 

◆作業終了後、または夜間には、供給空気圧を遮断した上で、配管内・本製品内部の圧力を抜いてくだ

さい。空気圧を供給されたままで、配管の亀裂やダイヤフラムの損傷があると、本製品は運転をし続

け、液体が漏れ続ける可能性があります。これらの二次災害については、使用者側の責任となりま

す。 

◆空気圧供給口に取付ける空気圧ルブリケータに入れるオイルに、一般の不凍液を入れることは絶対

にしないでください。人体に悪影響を与えるおそれがあります。 

◆空気圧供給口には、空気圧フィルタ・レギュレータ・ルブリケータの３点セットを設置し、清浄な空気お

よび潤滑油を供給してください。また、本製品との距離を可能な限り短くして取付けてください。耐久性

や能力に影響します。

！！！！
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注注注注    意意意意

７．運転７．運転７．運転７．運転    

７－１．運転前の確認７－１．運転前の確認７－１．運転前の確認７－１．運転前の確認 

◆ポンプが使用場所にしっかりと固定されていますか。

◆吸入側、吐出側の配管をそれぞれにセットしてください。また、ポンプとの配管がゆるんでいませんか。

空気圧供給の配管も確認してください。 

◆空気圧レギュレータは最低使用圧力に設定されていますか＜最低使用圧力：０.２ＭＰａ＞。

◆空気圧ルブリケータに潤滑油（ＪＩＳ Ｋ２２１３－１種（無添加タービン油ＩＳＯ ＶＧ３２））が入っています

か。 

 

７－２．試運転での確認７－２．試運転での確認７－２．試運転での確認７－２．試運転での確認

    

    

◆試運転する場合、空気圧供給を最低使用圧力から徐々に上げてください。本製品が異常なく作動す

ることを確認した上で、設定する圧力まで上げてください。

７－３．運転状態での確認７－３．運転状態での確認７－３．運転状態での確認７－３．運転状態での確認

注注注注    意意意意

◆長時間にわたる空運転はしないでください。不必要な摩耗を生じたり、故障の原因になります。

◆ポンプが正しく取り付けられ、振動が吸収されているか確認し、漏れ等がないことも確かめてください。

！！！！

◆商品の据付が正しく行われていること、取付ボルト等がゆるんでいないことを確かめてください。取

付ボルト等がゆるんだ状態で運転させると、けがや周囲の機械等を破損させるおそれがあります。

◆引火性の強い流体に使用する場合、必ずアース線等を使用し、接地してください。対策しないで運

転させた場合、火災・爆発等に伴う人身事故・物的損害を招くおそれがあります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆空気圧供給の調整によって吐出量をコントロールする場合、材料の粘度、比重、吸入揚程などの

条件によって、材料がポンプ内に吸入される許容規定流速が異なります。この許容規定流速比を

越えると、ポンプの動きが早くなり、材料がキャビテーション

※※※※

（空洞現象）を起こし、かえって吐出

量が減少し、ダイヤフラムの寿命にも悪影響を及ぼします。（※「用語解説」参照）

◆空気圧力を供給したまま、吐出口のバルブ等を閉じて本製品を停止させておいても危険ではあり

ませんが、長時間または夜間、監視者のいないところでこの状態を続けておきますと、万一、配

管やダイヤフラムから漏れが発生した場合、本製品が作動を開始し、漏れの箇所から材料を吐

出し続けます。長時間運転を停止させておく場合は、空気圧供給を停止し、吐出口のバルブを開

いて、本製品内と吐出側の配管内の残圧を抜いておいてください。

◆スラリー含有液等を使用している場合、本製品を長時間停止しておくと、スラリー等が本製品内で

沈殿、固着し、次の作動時にダイヤフラムを傷つけたり、ディスク部に曲げトルクを発生させ、スプ

ール部を曲げたり、折損させることがあります。本製品を長時間停止した場合には、内部を洗浄

し、スラリー等を完全に除去した上で再起動してください。

◆本製品を長期間使用しない場合は、材料と適合性のある溶剤で流路内をフラッシングしてください。

材料の固着等により、使用できず、性能が著しく悪化するおそれがあります。

◆異常が発生した場合は運転を停止してください。けが、火災のおそれがあります。

！！！！
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８．保守・点検８．保守・点検８．保守・点検８．保守・点検

本製品を長期間安全にご使用していただくために保守点検（日常点検・定期点検）を行なってください。

８－１．日常点検８－１．日常点検８－１．日常点検８－１．日常点検    （２～３日ごとに点検してください）（２～３日ごとに点検してください）（２～３日ごとに点検してください）（２～３日ごとに点検してください）

◆ポンプの空気圧バルブ部を潤滑するため、空気圧供給口に取付けてある空気圧ルブリケータに、

ポンプの駆動回数に応じてオイルを補給してください。

◆空気圧ルブリケータに供給するオイルは、ＪＩＳ Ｋ２２１３－１種（無添加タービン油ＩＳＯ ＶＧ３２）

相当品を使用してください。

警警警警    告告告告

◆保守点検は、十分な知識と経験を持った人が行ってください。

◆運転中の保守・点検は、絶対に行わないでください。人身事故を招くおそれがあります。

◆保守点検を行う際は、「メンテナンス要領」の項目を熟読の上、十分理解していただいてから作

業してください。「メンテナンス要領」に従って作業されなかった場合、重大な人身事故や物的

損害を招くおそれがあります。

◆ボルト等の締付けは、各規定トルクに従って締付けてください。規定トルク以上もしくは、以下

で締付けた場合は、不具合、破裂等による事故の発生するおそれがあります。

◆交換部品につきましては、当社の純正部品をご使用ください。当社以外の部品を使用した場

合、ポンプ性能への悪影響や作動不良の原因となるおそれがあります。

◆保守点検が行われずに使用を続けますと、ポンプが損傷したり、周囲の機械等の破損、人身

事故につながるおそれがあります。

◆いずれの場合の損傷や事故、故障等に対しては、責任を負いかねます。

！！！！

注注注注    意意意意

◆空気圧供給口に取付けてある空気圧ルブリケータ内のオイルがなくなり、給油が切れますと

潤滑不良となり、作動不良の原因となります。作動頻度が多い場合は、特に注意してくださ

い。

◆ＪＩＳ Ｋ２２１３－１種（無添加タービン油ＩＳＯ ＶＧ３２）相当品以外のオイル（マシン油、スピン

ドル油等）を使用すると、ポンプ内部のパッキン類を膨潤させたりして性能に悪影響を及ぼ

し、作動不良の原因となります。

！！！！
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８－２．定期点検８－２．定期点検８－２．定期点検８－２．定期点検

◆ ダイヤフラム、チェックボール、バルブシートは消耗品です。所定の運転回数を越えた時点で交換

していただくことをお薦めします。 

注注注注    意意意意

◆空気圧供給口のフィルタ内に溜まったドレン・異物を定期的に排出してください。ポンプ内部に

ドレンが侵入しますとルブリケータによって給油していても油分が流され、本製品の性能に悪

影響を及ぼします。また、作動不良の原因にもなります。

◆定期点検が行われず、また遅れてダイヤフラムが破損しますと、本製品内部の空気圧回路部

に液体が侵入し、作動不良の原因となります。さらには、排気マフラから液体が排出され人身

事故につながるおそれがあります。また、液体中に空気が混じったりして思わぬ事故につなが

るおそれがあります。本項目と「メンテナンス要領」の項目を参照してください。

！！！！

＜消耗部品の交換時期の目安＞＜消耗部品の交換時期の目安＞＜消耗部品の交換時期の目安＞＜消耗部品の交換時期の目安＞    

1）ダイヤフラムの点検と交換時期

ダイヤフラムの寿命は、約１０００万サイクルの作動が目安です（注注注注・この回数は保証値でこの回数は保証値でこの回数は保証値でこの回数は保証値で

はありません。あくまでも目安として点検・交換作業をおこなってくださいはありません。あくまでも目安として点検・交換作業をおこなってくださいはありません。あくまでも目安として点検・交換作業をおこなってくださいはありません。あくまでも目安として点検・交換作業をおこなってください）。特に、液体中

に金属粉、切粉、摩耗性粒子等のダイヤフラムを傷つけるおそれのあるものが含まれる場

合は寿命が短くなります。 

＜交換時期の算出方法＞（＊目安として利用してください＊目安として利用してください＊目安として利用してください＊目安として利用してください） 

ｼﾘｰｽﾞ

1 ｻｲｸﾙ当たりの

吐出量(Ｌ) 

TD２－４０ 約３ 

例） 吐出量：２７５Ｌ／ｍｉｎ 

作動時間：８ｈ／日、の場合。１サイクル当たりの吐出量：約３Ｌ／ｻｲｸﾙ（ＴＤ２－４０） 

吐出量（Ｌ／ｍｉｎ） 

＝ 

２７５ 

１サイクル当たりの吐出量（Ｌ／ｍｉｎ） ３ 

＝約９２（ｻｲｸﾙ／ｍｉｎ） 

＜１分間当たりの作動回数＞ 

交換時期 ＝ 

１０,０００,０００（ｻｲｸﾙ） 

× 

１ 

× 

１ 

１分間当たりの作動回数 ６０ ８ 

＝ 

１０,０００,０００ 

× 

１ 

× 

１ 

９２ ６０ ８ 

＝約２２６日後 

２） チェックボールの交換時期

摩耗等によりチェックボールの外径（初期値> TD２－４０：４４.５㎜）が初期値に比べて５％

以上小さくなったり、変形したりしますとバルブシートとのあたり（シール性）が悪くなり、チェ

ック不良の原因となりますので交換してください。 

３） バルブシートの交換時期

摩耗等による変形が見られる場合に交換してください。チェックボールを交換する際に同時に

交換することをお薦めします。

４） その他

ダイヤフラムを交換する際、同時にチェックボール、バルブシート等を交換していただくことも

併せてお願いします。
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９．ＴＤ２－４０ＡＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）９．ＴＤ２－４０ＡＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）９．ＴＤ２－４０ＡＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）９．ＴＤ２－４０ＡＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）

９－１．メンテナンス準備９－１．メンテナンス準備９－１．メンテナンス準備９－１．メンテナンス準備

◆分解、点検を行う前に必ず下記の作業をおこなってください。

１） 本製品内の流体をすべて排出する。

２） 供給空気圧力を停止し、空気圧配管を外す。

３） 本製品内の残圧を排出する。

４） 吸入、吐出側配管を外す。

９－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領９－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領９－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領９－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領（１３、１４ページの部品分解図を参照）（１３、１４ページの部品分解図を参照）（１３、１４ページの部品分解図を参照）（１３、１４ページの部品分解図を参照）

＜分解＞

１） 吐出側マニホールドの取外し－吐出側マニホールド６９の六角穴付ボルト４８（４個）を外します。

２） 吐出側チェックバルブ部（２カ所）の取外し－カートリッジ８、ボール９、吐出側バルブシート６は、

カバー１１の上部に挿入されていますので、順番に取外してください。

３） 吸入側マニホールドの取外し－吸入側マニホールド４９、下部の六角穴付ボルト４８（４個）を外しま

す。

４） 吸入側チェックバルブ部（２カ所）の取外し－ボール９、吸込側バルブシート４は、カバー１１の下

部に挿入されますので、順番に取外してください。

＜点検・交換＞

カートリッジ８、ボール９、吐出側バルブシート６、吸込側バルブシート４を点検し、摩耗、傷等の

不具合が発生している場合は部品を交換してください。

＜組立＞

１） 吸入側チェックバルブ部の組付け－本体を上下方向逆に置き、カバー１１の穴に、ボール９、吸込側

バルブシート４の順に確認しながら組込んでください。（図１参照）

２） 次に吸入側マニホールド４９を六角穴付ボルト４８で締付けて固定してください。締付けトルクは、

２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。

３） 吐出側チェックバルブ部の組付け－本体を上向きに置き、カバー１１の穴に吐出側バルブシート

６、ボール９、カートリッジ８の順に組込んでください。

※Ｐ１３を参照の上、組込み順序、部品の方向に注意してください。

４） 次に吐出側マニホールド６９を六角穴付ボルト４８で締付けて固定してください。締付けトルクは、

２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。

警警警警    告告告告

◆供給空気圧を止め、圧力を抜き、空気圧配管を外し、残圧が残っていないことを必ず確認して

ください。空気圧が残っていると、分解時に人身事故や物的損害事故を引き起こすおそれが

あります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆各部品には傷をつけないように取外してください。傷をつけるとシール性が悪くなり、性能が著

しく低下する場合があります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆組込み順序、部品の方向に注意してください。順序や方向を間違えますと、流体の漏れや作

動しない場合があります。また、当社純正部品を使用しませんと、不具合の原因となるおそれ

があります。

！！！！
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９－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領９－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領９－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領９－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領

＜分解＞

１） カバーの取外し－カバー１１は左右両側の六角穴付ボルト１（各１２個）をゆるめて取外します。

２） 左右のダイヤフラム中央の六角ボルト１２をスパナ等にてゆるめます。

３） ダイヤフラムの取外し－左右どちらかのダイヤフラムを取外し、もう一方はスプールが取付いた状

態ですので、本体から引き抜いてください。スプールに傷をつけないようにアルミ板等で保護し、

バイス（万力）等で固定し、他方の六角ボルト１２を取外してください。

＜点検・交換＞ 

各部品が膨潤不良、傷、摩耗等の不具合が発生している場合は部品を交換してください。 

＜組立＞ 

１） ダイヤフラムの組付け－スプールにディスクＢ１７（事前にＯリング１７－１を組み付けのこと）、ダイ

ヤフラム１５、ディスクＡ１４、平座金１３を図２のように取付け、六角ボルト１２で軽く締付けてく

ださい。 

２） ディスクＡ１４、Ｂ１７を組付ける際、ディスク外周のＲ面取り側がダイヤフラム側に接するように取

付けてください。 

３） 片側だけダイヤフラム１５が取付いた状態で、本体にスプールをゆっくりと挿入し、反対側にも同

様の要領でダイヤフラム１５を取付けてください。前もってスプールにグリス（ダフニーエポネッ

クスＥＰＮｏ．２相当品）を塗布しておいてください。

４） 左右のダイヤフラム中央の六角ボルト１２をスパナ等で増し締め（締付けトルク２０～２３Ｎ･ｍで締付

け）してください。 

５） カバーの組付け－カバー１１が同じ向きになるように両側カバー１１の方向を合わせて、本体にカ

バー１１を六角穴付ボルト１で仮止めしてください。 

６） 定盤（平らな面）等に乗せ、左右のマニホールド取付面が同一平面になるよう、両側カバー１１の

六角ナット１を増し締めしてください。 

７） 増し締めは、対角位置の六角ナット１を交互に平均したトルクで確実に行なってください。締付け

トルク２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。

＜最終点検＞ 

組立が完了しましたら、もう一度最後に各部のボルトの締付けトルクが適正かどうかを点検してください。

また、６～８ページの「設置」、「運転」の項目を十分確認の上、再使用してください。

注注注注    意意意意

◆ スプールには絶対に傷をつけないでください。作動不良等の原因になります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆ 各部ボルトの締付けトルクが十分でない場合、流体の漏れや空気圧の漏れ、作動不良の原因と

なる場合があり、人身事故や物的損害事故等を招くおそれもあります。

！！！！



Ｎｏ． 名称 数量 

４ 吸込側バルブシート ２ 

６ 吐出側バルブシート ２ 

８ 吐出側カートリッジ ２ 

９ ボール ４ 

４６ O リング ２ 

４７ バネ座金 ８ 

４７－１ バネ座金 ４ 

４８ 六角穴付ボルト ８ 

４９ 吸込側マニホールド １ 

５２ 六角穴付ボルト ４ 

５５ マニホールドアダプタ ２ 

６９ 吐出側マニホールド １ 

ＴＤ２－４０ＡＳ、ＳＳ分解図（１）

13 



14 

Ｎｏ． 名称 数量 

１ 六角穴付ボルト ２４ 

２ バネ座金 ２４ 

１１ カバー ２ 

１２ 六角ボルト ２ 

１３ 平座金 ２ 

１４ ディスクＡ ２ 

１５ ダイヤフラム ２ 

１７ ディスクＢ ２ 

１７－１ O リング ２ 

ＴＤ２－４０ＡＳ、ＳＳ分解図（２）
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１０．ＴＤ２－４０ＳＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）１０．ＴＤ２－４０ＳＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）１０．ＴＤ２－４０ＳＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）１０．ＴＤ２－４０ＳＳメンテナンス要領（故障の点検と対策）

１０－１．メンテナンス準備１０－１．メンテナンス準備１０－１．メンテナンス準備１０－１．メンテナンス準備

◆分解、点検を行う前に必ず下記の作業をおこなってください。

１） 本製品内の流体をすべて排出する。

２） 供給空気圧力を停止し、空気圧配管を外す。

３） 本製品内の残圧を排出する。

４） 吸入、吐出側配管を外す。

１０－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領１０－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領１０－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領１０－２．チェックバルブ部のメンテナンス要領（１（１（１（１8888、１４ページの部品分解図参照）、１４ページの部品分解図参照）、１４ページの部品分解図参照）、１４ページの部品分解図参照）

＜分解＞

１） 吐出側マニホールドの取外し－マニホールド４９の六角穴付ボルト４８（４個）を外します。

２） 吐出側チェックバルブ部（２カ所）の取外し－Ｏリング１０、ストッパシャフト７、吐出側カートリッジ８、

ボール９、吐出側バルブシート６は、カバー１１の上部に挿入されていますので、順番に取外して

ください。

３） 吸入側マニホールドの取外し－マニホールド４９、下部の六角ボルト穴付４８（４個）を外します。

４） 吸入側チェックバルブ部（２カ所）の取外し－Ｏリング１０、吸込側バルブシート４、ボール９、吸込

側カートリッジ５、ストッパシャフト７は、カバー１１の下部に挿入されますので、順番に取外してく

ださい。

＜点検・交換＞

吐出側カートリッジ８、ボール９、吐出側バルブシート６、吸込側バルブシート４、吸込側カートリッ

ジ５を点検し、摩耗、傷等の不具合が発生している場合は部品を交換してください。

警警警警    告告告告

◆供給空気圧を止め、圧力を抜き、空気圧配管を外し、残圧が残っていないことを必ず確認して

ください。空気圧が残っていると、分解時に人身事故や物的損害事故を引き起こすおそれが

あります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆各部品には傷をつけないように取外してください。傷をつけるとシール性が悪くなり、性能が著

しく低下する場合があります。

！！！！
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＜組立＞

１） 吸入側チェックバルブ部の組付け－本体を上下方向逆に置き、カバー１１の穴に、ストッパシャフト７、

吸込側カートリッジ５、ボール９、吸込側バルブシート４、Ｏリング１０の順に確認しながら組込んでくだ

さい。（Ｐ１８参照）

２） 次に吸入側マニホールド４９を六角穴付ボルト４８で締付けて固定してください。締付けトルクは、

２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。

３） 吐出側チェックバルブ部の組付け－本体を上向きに置き、カバー１１の穴に吐出側バルブシー

ト６、ボール９、吐出側カートリッジ８、ストッパシャフト７、Ｏリング１０の順に組込んでください。

※Ｐ１８を参照の上、組込み順序、部品の方向に注意してください。

４） 次に吐出側マニホールド４９を六角穴付ボルト４８で締付けて固定してください。締付けトルクは、

２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。

注注注注    意意意意

◆組込み順序、部品の方向に注意してください。順序や方向を間違えますと、流体の漏れや作

動しない場合があります。また、当社純正部品を使用しませんと、不具合の原因となるおそれ

があります。

！！！！
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１０－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領１０－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領１０－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領１０－３．ダイヤフラムのメンテナンス要領

＜分解＞

４） カバーの取外し－カバー１１は左右両側の六角穴付ボルト１（各１２個）をゆるめて取外します。

５） 左右のダイヤフラム中央の六角ボルト１２をスパナ等にてゆるめます。

６） ダイヤフラムの取外し－左右どちらかのダイヤフラムを取外し、もう一方はスプール１が取付いた

状態ですので、本体から引き抜いてください。スプールに傷をつけないようにアルミ板等で保

護し、バイス（万力）等で固定し、他方の六角ボルト１２を取外してください。

＜点検・交換＞ 

各部品が膨潤不良、傷、摩耗等の不具合が発生している場合は部品を交換してください。 

＜組立＞ 

１） ダイヤフラムの組付け－スプールにディスクＢ１７（事前にＯリング１７－１を組み付けのこと）、ダ

イヤフラム１５、ディスクＡ１４、平座金１３を図２のように取付け、六角ボルト１２で軽く締付けてく

ださい。 

２） ディスクＡ１４、Ｂ１７を組付ける際、ディスク外周のＲ面取り側がダイヤフラム側に接するように取

付けてください。 

３） 片側だけダイヤフラム１５が取付いた状態で、本体にスプールをゆっくりと挿入し、反対側にも同

様の要領でダイヤフラム１５を取付けてください。前もってスプールにグリス（ダフニーエポネッ

クスＥＰＮｏ．２相当品）を塗布しておいてください。

４） 左右のダイヤフラム中央の六角ボルト１２をスパナ等で増し締め（締付けトルク２０～２３Ｎ･ｍで締

付け）してください。 

５） カバーの組付け－カバー１１が同じ向きになるように両側カバー１１の方向を合わせて、本体に

カバー１１を六角穴付ボルト１で仮止めしてください（１２ページ参照）。

６） 定盤（平らな面）等に乗せ、左右のマニホールド取付面が同一平面になるよう、両側カバー１１

の六角ナット１を増し締めしてください。 

７） 増し締めは、対角位置の六角ナット１を交互に平均したトルクで確実に行なってください。締付

けトルク２０～２２Ｎ･ｍで締付けてください。 

＜最終点検＞ 

組立が完了しましたら、もう一度最後に各部のボルトの締付けトルクが適正かどうかを点検してください。

また、６～８ページの「設置」、「運転」の項目を十分確認の上、再使用してください。

注注注注    意意意意

◆ スプールには絶対に傷をつけないでください。作動不良等の原因になります。

！！！！

注注注注    意意意意

◆ 各部ボルトの締付けトルクが十分でない場合、流体の漏れや空気圧の漏れ、作動不良の原因と

なる場合があり、人身事故や物的損害事故等を招くおそれもあります。

！！！！
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Ｎｏ． 名称 数量 

４ 吸込側バルブシート ２ 

５ 吸込側カートリッジ ２ 

６ 吐出側バルブシート ２ 

７ ストッパシャフト ４ 

８ 吐出側カートリッジ ２ 

９ ボール ４ 

１０ O リング ４ 

４６ O リング ２ 

４７ バネ座金 １２ 

４８ 六角穴付ボルト ８ 

４９ マニホールド ２ 

５２ 六角ボルト ４ 

５５ マニホールドアダプタ ２ 

ＴＤ２－４０ＡＳ、ＳＳ分解図（３）



19 

１１．主要諸元１１．主要諸元１１．主要諸元１１．主要諸元

○使用空気圧力は０.２～０.７ＭＰａです。

○最高使用粘度は、３０００×１０

－３

Ｐａ･ｓです。    

○使用温度範囲（使用流体温度・周囲温度）は、０～＋６０℃です(ただし凍結なきこと)。

１２．用語解説１２．用語解説１２．用語解説１２．用語解説    

◆ キャビテーション【cavitation】－空洞現象。流水の断面や向きが変化する場所の近くで空洞部が

でき、渦を起こす現象。ポンプ・スクリュー・プロペラなどの水力機械で起きる。振動や騒音の原因

となり、羽根やポンプの障害を起こす。 

１３．保証について１３．保証について１３．保証について１３．保証について    

このたびは、当社製品をご購入いただき誠にありがとうございます。保証については下記の通りとさ

せていただきます。 

１３－１．保証期間１３－１．保証期間１３－１．保証期間１３－１．保証期間    

製品を納入しました日より起算して１２ヶ月間といたします。

１３－２．保証内容１３－２．保証内容１３－２．保証内容１３－２．保証内容    

保証期間中に、本機を構成する純正部品の材料、もしくは製造上の欠陥が現れ、当社がこれを認め

た場合、無償修理いたします。 

１３－３．適用除外１３－３．適用除外１３－３．適用除外１３－３．適用除外    

保証期間中であっても、下記の場合には適用いたしません。 

① 使用上、取扱い上の過失による故障、保管上・保安上の手入れ不十分が原因による故障。

② 不純物や過度のドレンが混入した圧縮空気を動力として使用したり、あるいは空気以外の気体・

液体を動力として使用された場合に発生した故障。 

③ 純正部品以外の部品を使用され、これが起因で発生した故障。

④ 製品の構成部品を腐食・膨潤、または溶解するような液体を使用されて生じた故障。

⑤ 当社以外の手によって修理がなされた場合。

⑥ 当社以外の手によって製品に改造・変更が加えられ、これが原因で発生した故障。

⑦ 過度に摩耗性を有する材料や、本機に不適当な液体を使用された場合の故障。

⑧ ダイヤフラム、ボール、バルブシートなどの消耗部品の摩耗。

⑨ 日本国外においてご使用の場合。

１２－４．補修部品１２－４．補修部品１２－４．補修部品１２－４．補修部品    

補修用部品の最低保有期間は、製造打ち切り後１年とさせていただきます。製造打ち切り後１年を経

過したものにつきましては、供給いたしかねる場合もございますので、何卒ご了承ください。 

シリーズ 最大吐出量 ポンプ口径 接液部材質 ダイヤフラム材質 

ＴＤ２－４０ＡＳ 

２７５Ｌ／ｍｉｎ ＮＰＴ １ １／２ 

アルミニウム合金

ＴＰＯ 

ＴＤ２－４０ＳＳ ステンレス

記記記記 載載載載 内内内内 容容容容 はははは予予予予 告告告告 無無無無 ししししにににに変変変変 更更更更 ささささせせせせてててていいいいたたたただだだだくくくく場場場場 合合合合 ががががあああありりりりまままますすすすののののででででごごごご了了了了 承承承承 くくくくだだだだささささいいいい。。。。 




